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新宮市 熊野川下流（～浅里） 

那智勝浦町 那智川沿岸 

田辺市中辺路 富田川上流 

田辺市 左会津川 

日高川町 日高川 
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①新宮市熊野川下流 

②那智勝浦町那智川沿岸 

③田辺市中辺路 富田川上流 

④田辺市左会津川上流 

⑤日高川町日高川 
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人家など流出被害甚大 

土石流(大規模崩壊)による集落壊滅・行方不明者捜索 

電柱や電線、家屋屋根などに流出物の残骸あり 

                   (20m程度まで水位上昇？） 
まるで、津波被害 
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熊野川 

谷奥から、土石流が流下 

    →民家等を呑みこんだ。 

クローズアップすると 

・多数の流木 

・比較的小さい粒径の土砂 
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先ほどの谷筋 

ここを見ると 

民家等が流された 
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未だ、消防や警察による 

行方不明者の捜索が続く 
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国道168号（十津川街道） 

熊野川 

対岸を見ると 

斜面崩壊が発生し、国道168号が不通となる 
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人家流出など被害甚大 

那智川両岸に被害 

支川や沢からの土石流による被害 

土石と河川水の双方による被害 
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紀伊半島を周回する国道42号 

那智川 

自衛隊員による行方不明者の捜索が続く 
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河道を無視して
河川水が流下 

家屋は流され、
車両が大破 
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元々、宅地？ 

巨石が流下し堆積 
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河川水衝部→洗掘＆浸食 

結果、店舗が被災 
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谷奥から、土石流が流下。 

民家（町長宅？）を直撃 
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もしも、堰堤が無かったら、人命
が失われていた可能性も。 

堰堤は満砂状態（少し溢れている） 

同様な施設があれば、死者を出さ
ずに済んだと考えられる 
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国道42号 

那智勝浦町 

数本の弱線部が見られる。 

→トップリング崩壊の兆し？ 
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大規模土石流による国道の破断 

富田川本川にも土石流入 

硬質巨石が多数→撤去作業難航 
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国道311号 

いわゆる、熊野古道へ 

富田川 

多数の巨石により国道311号が不通 

右岸側の沢部から土石流発生 

対岸を見てみると 
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土石流により富田川河道を閉塞？ 

→多数の巨石により撤去作業が難航 

国土交通省から、照明車派遣 

→昼夜を問わず作業を継続中 
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河川から離れた斜面が崩壊 

大規模深層崩壊 

人家を破壊 
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県道216号 

左会津川 

大規模崩壊。崩壊面が非常に急峻（構造的） 
→崩壊土砂が家屋を呑みこむ？（行方不明者あり？） 

クローズアップしてみると 
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水衝部での堤防越流事例 

堤内地の人家・農地に被害 
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日高川 

右岸側水衝部下流で越流 

→堤防一部損壊→堤内地に河川水流下 

堤内地、ビニールハウスを破壊。 

民家や道路も冠水 



 例を見ない局地的集中豪雨の恐ろしさを痛感 

 四国地方でも充分起こり得る事象(異常気象) 

 

 緊急調査ということもあり、若干の準備不足 

 交通事情や現地立入の可能性など、情報不足 

 その中で、土砂災害（深層崩壊・土石流・表層崩壊）や
河川災害(洪水等)を確認→一定の成果 

 

 災害の特徴(規模・位置・地形・地質)を捉え、四国地方
でのケースを想定 

 9/16朝、震度3の内陸型地震→豪雨と地震の同時発生 
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